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一
�
は
じ
め
に

ユ
ダ
ヤ
人
は
長
く
離
散
の
状
況
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
固
有
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
き
た
。
特
に
、
一
〜
二
世
紀
に

お
い
て
は
二
度
の
対
ロ
ー
マ
戦
争
を
経
験
し
（
一
一
五
〜
一
一
七

年
の
キ
ト
ス
戦
争
を
含
め
て
三
度
と
考
え
る
場
合
も
あ
る
）、
多

く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
世
界
各
地
へ
と
散
ら
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
彼

ら
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
拠
り
所
と
し
て
共
同
体
を
立
て
直
し
て
い
っ

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
、
宗
教
的
な
少
数
派
が
異
な
る
思
想

や
文
化
を
持
つ
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
大
き
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
本
稿
は
、
ユ
ダ
ヤ
戦
争
期
か
ら
キ
リ
ス
ト

教
公
認
期
ま
で
の
期
間
（
二
〜
三
世
紀
（
1
）
）
に
お
い
て
、
東
地
中
海

地
域
で
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
を

歴
史
考
古
学
的
な
視
点
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、
一
般
に
礼
拝
・
聖
書
朗
読
・
裁
判
・
喜
捨
・

宿
泊
所
な
ど
多
目
的
な
空
間
と
し
て
紀
元
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
。
考
古
資
料
の
中
で
最
も
古
い
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
言
及

は
、
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ェ
デ
ィ
ア
か
ら
出
土
し
た
大
理
石
柱
の
碑
文

（
前
三
世
紀
後
半
）
で
あ
り
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
三
世
と
そ
の
妻

に
ユ
ダ
ヤ
人
ら
が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
献
上
し
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い

る
（H

orbury
and

N
oy

1992,no.22

）。
ま
た
、
遺
構
で
は
ギ

リ
シ
ア
の
デ
ロ
ス
島
に
あ
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
最
古
と
さ
れ
、
そ
の

年
代
は
紀
元
前
二
世
紀
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（W

hite
1987 （

2
）
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
一
部
の
研
究
者
は
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
起

源
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
3
）
。
し
か
し
、

エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
テ
オ
ド
ト
ス
碑
文
（
前
一
世
紀
〜
後
一
世
紀
）

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
神
殿
時
代
に
は
す
で
に
イ
ス

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

│
│
考
古
学
的
遺
構
と
ユ
ダ
ヤ
碑
文
の
分
析
に
基
づ
い
て
│
│

藤

澤

綾

乃

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

八
九
（
三
一
三
）



ラ
エ
ル
／
パ
レ
ス
チ
ナ
（
以
下
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
略
（
4
）
）
に
も
シ
ナ

ゴ
ー
グ
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
献
で
は
、
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
の
記
録
や
新
約
聖
書

に
第
二
神
殿
時
代
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
存
在
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
活

動
、
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
よ
る
七
〇
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
崩

壊
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活

に
つ
い
て
は
歴
史
史
料
が
少
な
く
、
バ
ル
・
コ
ホ
バ
の
乱
（
一
三

二
〜
一
三
五
年
）
と
い
っ
た
大
き
な
出
来
事
も
デ
ィ
オ
・
カ
ッ
シ

ウ
ス
の
記
述
や
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
・
ア
ウ
グ
ス
タ
』、
及
び
イ
ス
ラ

エ
ル
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
に
よ
っ
て
断
片
的
に
確
認
で
き
る

の
み
で
あ
る
（
5
）
。
バ
ル
・
コ
ホ
バ
の
乱
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
活
動

に
つ
い
て
は
同
時
代
の
文
献
が
少
な
く
、
研
究
者
間
で
も
確
か
な

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
の
『
教
会
史
』
第

四
巻
に
よ
れ
ば
、
そ
の
反
乱
が
終
結
し
た
後
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝

は
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
徹
底
的
に
排
斥
し
た
と
い
う
（
6
）
。

そ
の
後
、
三
一
三
年
の
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ラ
ノ
勅
令
」
で
ユ
ダ
ヤ
教

も
含
め
て
信
仰
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
恐
ら
く
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建

設
に
対
す
る
禁
制
も
緩
和
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
以
降
、

ガ
リ
ラ
ヤ
を
中
心
に
多
数
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
こ
と
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
帝
の

時
代
（
在
位
三
三
一
／
三
二
〜
三
六
三
年
）
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が

一
時
的
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
神
殿
を
再
建
で
き
る
よ
う
計
画
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

考
古
学
的
に
は
、
現
在
ま
で
に
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
は
一
世
紀
前

後
と
四
世
紀
以
降
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
関
連
の
遺
構

及
び
遺
物
が
多
数
出
土
し
て
い
る
（
7
）
。
し
か
し
、
二
〜
三
世
紀
の
シ

ナ
ゴ
ー
グ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
遺
構
は
元
々
事
例
数
が
少
な
く
、

最
近
は
そ
れ
ら
の
建
設
年
代
も
再
検
討
さ
れ
て
い
る
。
レ
ヴ
ァ
イ

ン
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
二
〜
三
世
紀
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て

シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
改
築
期
に
あ
た
る
た
め
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
（Levine

2005,

182

�87

）。
一
方
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
で
は
、
二
〜
三
世
紀
の
シ

ナ
ゴ
ー
グ
遺
構
と
さ
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
の
で
、
本
稿
で
は
両

方
の
地
域
に
目
配
り
を
し
つ
つ
、
研
究
状
況
を
整
理
し
、
同
時
期

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
設
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
�
研
究
史

（
一
）
シ
ナ
ゴ
ー
グ
遺
構
に
関
す
る
研
究
史

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
ロ
ー
マ
・
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
シ
ナ
ゴ
ー

グ
は
、
一
般
に
ア
ヴ
ィ
・
ヨ
ナ
の
論
考
に
よ
っ
て
三
つ
の
型
式
に

大
別
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
二
〜
三
世
紀
の
ガ
リ
ラ

ヤ
型
（
あ
る
い
は
建
築
様
式
に
由
来
し
て
バ
シ
リ
カ
型
と
も
呼
ば

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

九
〇
（
三
一
四
）



れ
る
）、（
２
）
三
〜
四
世
紀
の
ブ
ロ
ー
ド
ハ
ウ
ス
（
横
幅
広
）
型
、

（
３
）
五
〜
八
世
紀
の
ア
プ
シ
ス
（
後
陣
）
型
で
あ
る
（
図
１
参

照
（
８
））。（
１
）
は
、
バ
シ
リ
カ
型
の
建
造
物
に
装
飾
さ
れ
た
フ
ァ
サ

ー
ド
や
ト
ー
ラ
ー
を
納
め
る
聖

櫃
と
し
て
機
能
し
た
移
動
式
の

木
製
具
を
備
え
、
建
造
物
の
出

入
り
口
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
方
角

に
向
け
ら
れ
た
（
９
）
。（
２
）
は
、

エ
ル
サ
レ
ム
の
方
角
へ
向
け
て

つ
く
ら
れ
た
ト
ー
ラ
ー
を
納
め

る
祭
壇
（
ア
エ
デ
ィ
ク
ラ
）
ま

た
は
ニ
ッ
チ
（
壁
龕
）
を
導
入

し
、
舗
床
モ
ザ
イ
ク
の
装
飾
を

施
し
て
い
た
。（
３
）
は
、
バ

シ
リ
カ
型
の
建
造
物
に
半
円
形

の
ア
プ
シ
ス
や
舗
床
モ
ザ
イ
ク

を
備
え
て
い
た
。

シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
関
す
る
考
古

学
的
研
究
の
始
ま
り
は
、
コ
ー

ル
と
ヴ
ァ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
九
〇

五
年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
、
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
と
ゴ
ラ
ン
高

原
で
十
一
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
踏
査
と
限
定
的
な
発
掘
調
査
を
行
い
、

成
果
を
報
告
し
た
（K

ohland
W

atzinger
1916

）。
ガ
リ
ラ
ヤ

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た

と
結
論
づ
け
、
建
築
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
を
中
心
に
地
中
海
世
界
各

地
で
広
く
使
わ
れ
た
バ
シ
リ
カ
型
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
の
見
解
は
そ
の
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て
定
着
し
た
。
一
九

三
〇
年
代
に
な
る
と
、
地
中
海
世
界
各
地
で
発
掘
調
査
が
行
な
わ

れ
、
ス
ケ
ニ
ク
は
、
六
〜
七
世
紀
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
二
〜
三
世
紀

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
は
別
の
建
築
型
式
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
（Sukenik

1934,27

）。
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ハ

ウ
ス
型
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
ア
ヴ
ィ
・
ヨ
ナ
に
よ
っ
て
シ
ナ
ゴ

ー
グ
は
三
つ
の
型
式
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（A

vi-Y
onah

1961,65

）。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
研
究
で
は
時
期
毎
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建

築
型
式
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀

後
半
に
な
る
と
、
出
土
例
が
イ
ス
ラ
エ
ル
内
外
で
急
速
に
増
え
始

め
、
こ
れ
ま
で
の
型
式
分
類
に
よ
る
年
代
決
定
の
方
法
が
あ
て
は

ま
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方

で
は
顕
著
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
長
ら
く
ガ
リ
ラ
ヤ
型
と
考
え
ら

れ
て
き
た
カ
ペ
ル
ナ
ウ
ム
は
五
世
紀
以
降
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ

図１ シナゴーグの型式分類

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

九
一
（
三
一
五
）



る
よ
う
に
な
っ
た
（
後
述
参
照
）。
ガ
リ
ラ
ヤ
型
の
ヒ
ル
ベ
ト
・

シ
ェ
マ
と
ブ
ロ
ー
ド
ハ
ウ
ス
型
の
メ
イ
ロ
ン
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
も
、

地
理
的
に
隣
接
し
、
同
じ
三
世
紀
後
半
の
層
位
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
型
式
に
よ
る
年
代
決
定
が
確
実
な
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ゴ
ラ
ン
高

原
に
位
置
す
る
デ
イ
ル
・
ア
ジ
ズ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
も
ブ
ロ
ー
ド
ハ

ウ
ス
型
の
建
築
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
層

位
よ
り
発
見
さ
れ
た
（Levine

2005,320

�321

）。

（
二
）
ユ
ダ
ヤ
教
碑
文
に
関
す
る
研
究
史

シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
考
古
学
的
研
究
が
活
発
に
な
る
と
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
碑
文
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
碑
文
を
集
成
し

た
最
初
の
研
究
者
は
フ
レ
イ
で
あ
り
、
そ
の
第
一
版
は
イ
タ
リ
ア

の
ロ
ー
マ
出
土
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
版
で
は
東

地
中
海
世
界
を
網
羅
し
た
集
成
が
出
版
さ
れ
た
（Frey

1936

�
52

）。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
各

地
域
の
詳
細
な
碑
文
集
成
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１０
）
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
収
集
・
記
録
さ
れ
て
き
た
碑
文
資
料
の
中

に
は
紛
失
し
た
も
の
や
行
方
不
明
、
あ
る
い
は
所
蔵
先
が
不
明
の

も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
た
め
、
年
代
決
定
や
出
土
コ
ン
テ

キ
ス
ト
が
曖
昧
な
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
行
す
る

集
成
史
料
に
頼
る
よ
り
ほ
か
な
い
た
め
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
同

じ
デ
ー
タ
が
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
。
と
は
言
え
、
た
と
え
ば

ノ
イ
は
欧
州
碑
文
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
非
常
に
詳
細
な
部
分
ま

で
集
成
し
て
い
る
（
註（
１０
）を
参
照
さ
れ
た
い
）。
ま
た
近
年
は

碑
文
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、
地
域
の
枠
組
み
を
越
え
た

研
究
も
行
な
い
や
す
い
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
特
に
イ
ス
ラ
エ

ル
の
碑
文
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
随
時
更
新
さ
れ
て
い
る
（
１１
）
。

（
三
）
問
題
の
所
在

地
中
海
世
界
で
出
土
し
て
い
る
古
代
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
築
的
特

徴
は
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
、
立
地
も
様
々
で
あ
る
（
１２
）
。
す
で
に
多

く
の
研
究
者
が
こ
れ
ら
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
関
心
を
持
ち
、
イ
ス
ラ

エ
ル
地
域
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
関
し
て
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
シ

ナ
ゴ
ー
グ
に
関
し
て
も
多
く
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
と
り

わ
け
、
一
世
紀
前
後
と
四
世
紀
以
降
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
ナ
ゴ
ー

グ
に
つ
い
て
は
研
究
が
活
発
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ハ
ク
リ
リ
は
地

中
海
地
域
全
体
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
つ
い
て
大
著
に
ま
と
め
て
い
る

（H
achlili1988

;1998

）。
一
方
、
二
〜
三
世
紀
に
建
て
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
年
代
決
定
が
再
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

史
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性
格
及
び
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
設
が
こ
の
間
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ

た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
双
方
で
知
ら
れ

て
い
る
二
〜
三
世
紀
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
遺
構
と
関
連
碑
文
を
改
め
て

整
理
し
、
こ
の
間
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
状
況
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

三
�
二
〜
三
世
紀
建
造
の
可
能
性
の
あ
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ

の
遺
構

（
一
）
イ
ス
ラ
エ
ル

現
在
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
考
古
資
料
や
文
献
史
料
に
よ
っ
て
ロ

ー
マ
・
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
一
〇
〇
基
以
上
確
認
さ

れ
て
お
り
、
推
定
も
含
め
れ
ば
一
八
〇
基
に
上
る
（Levine

2005,

177

）。
図
２
で
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
実
際
に
遺
構
が
確
認
さ
れ

て
い
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
一
世
紀
前
後
の
も
の
も
含
め
て
示
し
た
（
１３
）
。

先
述
の
通
り
、
遺
構
の
年
代
決
定
に
つ
い
て
は
二
〇
世
紀
後
半
よ

り
再
検
討
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ガ
リ
ラ
ヤ
地

方
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
年
代
決
定
に
つ
い
て
は
現
在
も
活
発
に
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ク
リ
リ
は
そ
れ
ら
の
方
法
を
三
つ
に
分

け
て
ま
と
め
て
い
る
（H

achlili2013,600

）。

一
つ
目
は
、
建
築
型
式
で
決
定
す
る
方
法
で
あ
り
、
ガ
リ
ラ
ヤ

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
二
〜
三
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
従
来

の
説
を
継
承
し
て
い
る
（
１４
）
。
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
カ
ペ
ル
ナ
ウ

ム
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
二
〜
三
世
紀
の
遺
構
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
い
く
つ
も
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
発
掘
調
査
を
担
っ
て
い
た
メ

イ
ヤ
ー
ズ
は
、
上
ガ
リ
ラ
ヤ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
大
半
は
二
〜
三
世

紀
に
建
て
ら
れ
た
と
判
断
し
て
い
る
（
１５
）
。
特
に
、
ナ
ブ
ラ
テ
イ
ン
第

一
期
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
バ
ル
・
コ
ホ
バ
の
乱
直
後
か
ら
二
五
〇
年

頃
に
成
立
し
、
二
世
紀
に
は
存
在
し
て
い
た
と
述
べ
る
（
１６
）
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
調
査
は
全
て
メ
イ
ヤ
ー
ズ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
か
つ
上
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ご
く
一
部
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
客
観
的
な
視
点
に
よ
る
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
マ
グ
ネ
ス
は
こ
れ
ら
を
五
世
紀
以
降
の
遺
構
で
あ
る
と
し
、

仮
に
そ
れ
以
前
の
遺
構
が
確
認
で
き
た
と
し
て
も
、
単
に
従
来
の

型
式
学
で
は
証
明
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
１７
）
。
レ
ヴ
ァ
イ
ン
も
、

シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
は
一
般
的
に
四
世
紀
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
よ

り
早
い
と
し
て
も
三
世
紀
後
半
以
前
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る

（Levine
2005,176

;187

）。
ベ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー
ム
の
シ
ナ
ゴ

ー
グ
第
一
期
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
で
最
も
早
く
三
世
紀
中
頃
に
建
設
さ

れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
最
終
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
明

確
で
は
な
い
（
１８
）
。
少
な
く
と
も
第
二
期
が
四
世
紀
以
降
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
放
棄
年
代
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

九
三
（
三
一
七
）



図２ イスラエルのシナゴーグ分布
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二
つ
目
の
方
法
は
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
共
伴
遺
物
や
層

位
を
主
体
と
す
る
た
め
、
建
築
型
式
や
美
術
様
式
か
ら
判
断
す
る

こ
と
を
基
本
的
に
避
け
て
い
る
。
マ
グ
ネ
ス
も
こ
の
方
法
に
よ
っ

て
年
代
決
定
を
行
な
っ
て
お
り
、
カ
ペ
ル
ナ
ウ
ム
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ

が
五
世
紀
末
に
建
て
ら
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
（M

agness
2012,

308

�309

）。
当
該
遺
構
に
つ
い
て
は
発
掘
者
の
ロ
フ
レ
ダ
も
、
貨

幣
の
年
代
に
則
っ
て
五
〜
六
世
紀
の
遺
構
と
結
論
づ
け
て
い
る

（Loffreda
1997,223

�244
）。
上
記
の
よ
う
な
考
え
方
は
他
の
シ

ナ
ゴ
ー
グ
に
も
該
当
し
、
グ
シ
ュ
・
ハ
ラ
ヴ
や
コ
ラ
ジ
ン
も
五
世

紀
後
半
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
あ
る
と
複
数
の
研
究
者
が
主
張
し
て
い

る
（N

etzer
1996

;M
agness

2001

）。

三
つ
目
は
、
先
述
の
二
つ
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
、
再
利
用
の

建
材
（
ス
ポ
リ
ア
）
か
ら
年
代
を
決
定
す
る
方
法
で
、
一
つ
の
構

造
の
中
で
異
な
る
時
代
の
建
材
が
混
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
追
究

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ペ
ル
ナ
ウ
ム
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
は
二

〜
三
世
紀
の
建
材
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
時
代
に
遡

っ
て
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
存
在
し
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（M

eyers

and
M

eyers
2010

）。
つ
ま
り
、
一
つ
目
の
方
法
を
補
完
す
る

結
論
で
あ
る
。

ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
以
外
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、
主
に
ゴ
ラ

ン
高
原
周
辺
と
ユ
ダ
ヤ
地
方
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
ゴ

ラ
ン
高
原
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
例
と
し
て
は
、
カ
ツ
リ
ン
、
ダ
ビ
ヤ
、

デ
イ
ル
・
ア
ジ
ズ
、
エ
ン
・
ナ
シ
ュ
ー
ト
、
ホ
ル
ヴ
ァ
ト
・
カ
ナ

フ
、
ウ
ム
・
エ
ル
・
カ
ナ
テ
ィ
ル
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
カ
ツ
リ
ン
以
外
の
す
べ
て
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
四
世
紀
後

半
以
降
に
年
代
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
カ
ツ
リ
ン
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に

つ
い
て
は
、
発
掘
者
の
ウ
ル
マ
ン
が
層
位
や
土
器
、
貨
幣
な
ど
か

ら
総
合
的
に
判
断
し
、
二
〜
三
世
紀
を
建
設
の
第
一
期
と
し
て
い

る
が
（
１９
）
、
マ
オ
ズ
と
キ
ル
ブ
ル
ー
は
異
論
を
呈
し
、
メ
イ
ロ
ン
か
ら

出
土
し
た
土
器
と
比
較
す
る
こ
と
で
四
世
紀
後
半
以
降
に
建
て
ら

れ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
（
２０
）
。
最
近
で
は
、
マ
オ
ズ
ら
の
よ

う
に
ゴ
ラ
ン
高
原
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
四
世
紀
後
半
あ
る
い
は
五
世

紀
以
降
に
年
代
付
け
る
研
究
者
が
多
い
（H

achlili2013,603

�

605

）。
一
方
、
ユ
ダ
ヤ
地
方
の
例
と
し
て
は
、
ホ
ル
ヴ
ァ
ト
・
ア

ニ
ム
、
エ
シ
ュ
テ
モ
ア
、
エ
ン
・
ゲ
デ
ィ
、
ガ
ザ
、
マ
オ
ン
、
ホ

ル
ヴ
ァ
ト
・
マ
オ
ン
、
リ
モ
ン
等
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
殆
ど

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
四
世
紀
以
降
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
エ
シ
ュ
テ
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
イ
ェ
イ
ヴ
ィ
ン
が
三
世

紀
後
半
〜
四
世
紀
に
年
代
づ
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
前
の

可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（Y

eivin
2004,155

�158

）。
ま

た
、
エ
ン
・
ゲ
デ
ィ
の
事
例
は
バ
ラ
グ
が
三
段
階
の
建
設
時
期
に

分
け
て
い
る
。
最
終
段
階
の
五
世
紀
後
半
に
舗
床
モ
ザ
イ
ク
が
導

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

九
五
（
三
一
九
）



入
さ
れ
る
な
ど
の
改
修
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
他
の
研
究
者
も
認

め
て
い
る
が
、
第
一
期
で
二
〜
三
世
紀
と
さ
れ
る
遺
構
が
シ
ナ
ゴ

ー
グ
で
あ
る
か
は
確
か
で
は
な
い
（
２１
）
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
二

例
も
二
〜
三
世
紀
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
あ
る
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。以

上
を
ま
と
め
る
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
二
〜
三
世
紀
の
シ
ナ
ゴ

ー
グ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
遺
構
の
多
く
は
不
確
実
な
も
の
で
あ
り
、

現
状
で
明
確
に
そ
う
年
代
づ
け
ら
れ
る
も
の
は
殆
ど
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
実
際
、
わ
ず
か
な
一
世
紀
の
例
を
除
く
と
、
確
実
な
遺

構
の
大
半
が
四
世
紀
以
降
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域

一
方
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
（
本
稿
で
は
、
シ
リ
ア
、
キ
プ
ロ

ス
、
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ア
、
東
欧
諸
国
と
い
っ
た
東
地
中
海
世
界

を
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
と
定
義
付
け
て
扱
う
）
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ

ー
グ
に
は
、
あ
き
ら
か
に
二
〜
三
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る

遺
構
が
複
数
存
在
し
て
い
る
（
図
３
）。
現
在
ま
で
に
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
地
域
で
発
見
さ
れ
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、
一
世
紀
前
後
の
も
の

を
含
め
て
一
四
基
あ
り
、
そ
の
他
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
遺
構
が
八
基
存
在
す
る
（
２２
）
。
事
例
数
は
イ
ス
ラ

エ
ル
よ
り
も
か
な
り
少
な
い
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
発
掘

調
査
や
そ
の
後
の
検
討
に
よ
っ
て
も
複
数
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
二
世

紀
か
ら
三
世
紀
前
半
に
年
代
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
ド
ゥ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ
ス
と
ス
ト
ビ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建

設
年
代
に
関
し
て
は
研
究
者
間
で
も
意
見
が
一
致
し
て
お
り
（
２３
）
、
そ

れ
以
外
の
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ポ
リ
ス
、
プ
リ
エ
ネ
、
サ
ル
デ
ィ
ス
に
つ

い
て
も
三
世
紀
に
は
建
造
物
が
宗
教
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
研
究
者
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
や
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
概
観
し
た
い
（
２４
）
。
な

お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
は
図
４
に
ま
と
め
て
示
し
た
。

ド
ゥ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ
ス
（
シ
リ
ア
（
２５
）
）

当
該
建
物
は
個
人
の
邸
宅
を
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
り
、
第
一
期
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
は
、
ト
ー
ラ
ー
を
納
め
る
た
め

の
ニ
ッ
チ
（
壁
龕
）、
ベ
ン
チ
、
そ
し
て
ベ
マ
（
演
壇
）
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
遺
構
の
年
代
は
、
出
土
碑
文
に
よ
っ
て
二
四
四
年

以
前
と
同
定
さ
れ
て
い
る
（
２６
）
。
そ
の
後
は
二
四
四
〜
四
五
年
に
増
築

さ
れ
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
壁
に
は
聖
書
の
情
景
が
描
か
れ
た
（
２７
）
。
こ

れ
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
中
で
は
最
も
先
駆
的
な
事
例
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
で
は
聖
書
の
情
景
が
建
物
に
描
か
れ
る
の
は
、
一
般
に
四

世
紀
以
降
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
長
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
二
五
六
〜
五
七
年
の
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
侵
攻

史
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に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。

ロ
ー
マ
時
代
に
入
っ
て
か
ら
ド
ゥ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ
ス
は
パ
ル
テ

ィ
ア
と
ロ
ー
マ
の
支
配
の
狭
間
に
あ
っ
た
が
、
一
六
四
年
に
再
度

ロ
ー
マ
領
と
な
っ
て
以
来
、
そ
の
軍
事
都
市
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
当
該
遺
跡
で
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
他
に
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
家
の
教
会
や
ミ
ト
ラ
エ
ウ
ム
、
ゼ
ウ
ス
や
ア
ル
テ
ミ

ス
な
ど
地
域
の
神
々
に
捧
げ
る
神
殿
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ド
ゥ

ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
極
め
て
異
教
的
な
空
間
に
あ

り
な
が
ら
も
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
伝
統
を
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

ス
ト
ビ
（
マ
ケ
ド
ニ
ア
（
２８
）
）

町
の
中
心
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
三
廊
式
の
バ
シ
リ
カ
は
、
十
字

架
の
彫
刻
が
施
さ
れ
た
柱
や
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
墓
石
が
近
隣
か

ら
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
建
物
が
エ
ル
サ
レ
ム
の
方
向
を
指
し
て

い
る
こ
と
や
ユ
ダ
ヤ
教
碑
文
（
２９
）
の
出
土
か
ら
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
同
定
さ

れ
た
（N

oy
2004a,57

）。
し
か
し
こ
の
解
釈
は
、
出
土
碑
文
を

再
利
用
だ
と
す
る
キ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
の
主
張
に
よ
り
再
検
討
さ
れ
（
３０
）
、

一
九
六
三
〜
六
五
年
の
修
復
作
業
時
に
バ
シ
リ
カ
直
下
の
層
か
ら

モ
ザ
イ
ク
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
出
土
碑
文
は
バ
シ
リ
カ
以
前

の
時
期
の
も
の
だ
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
（N

oy
2004a,57

）。
一

図３ ディアスポラのシナゴーグ分布
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図４ ２�３世紀ディアスポラ・シナゴーグのプラン

①ドゥラ・エウロポス 第一期・第二期（Hachlili 1998, 44）
②ストビ 第二期（黒塗り部分がこれに該当、第一期の構造は不明）（Hachlili 1998,６５）
③フィリッポポリス（Hachlili 1998,５６）
④プリエネ 第二期（Burkhardt and Wilson 2013, 191）
⑤サルディス 第三期・第四期（Hachlili 1998, 60）
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九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
と
マ
ノ
・
ツ
ィ
ッ
ス
ィ
に

よ
る
調
査
で
遺
構
は
三
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と

し
て
の
利
用
は
二
〜
三
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
第
一
期
（
３１
）
と
そ
れ

以
降
の
第
二
期
（
四
世
紀
前
後
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
３２
）
。
第

二
期
で
は
部
分
的
に
第
一
期
の
基
礎
を
再
利
用
し
つ
つ
、
建
物
を

拡
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
マ
（
演
壇
）
と
思
わ
れ
る
構
造
が
確

認
さ
れ
、
メ
ノ
ラ
ー
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
が
三
つ
出
土
し
た
こ
と
か

ら
、
第
二
期
も
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
３３
）
。
第
三
期

は
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
頃
で
、
こ
の
時
期
に
は
じ
め
て
バ
シ

リ
カ
型
の
教
会
堂
に
転
用
さ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

よ
っ
て
強
制
的
に
所
有
権
が
代
わ
っ
た
と
す
る
見
解
と
、
そ
う
で

は
な
い
と
す
る
見
解
に
分
か
れ
て
い
る
（
３４
）
。
バ
ル
カ
ン
半
島
や
小
ア

ジ
ア
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
的
遺
構
と
キ
リ
ス
ト
教
的
遺
構
が

隣
接
し
て
存
在
す
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
言
う
よ
う

に
必
ず
し
も
対
立
関
係
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ィ
リ
ッ
ポ
ポ
リ
ス
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
３５
）
）

当
該
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、
主
要
な
公
的
建
造
物
に
隣
接
し
、
複
合

建
造
物
の
一
部
に
残
存
し
て
い
る
（Levine

2005,269 （
３６
）
）。
長
方

形
の
空
間
の
南
側
部
分
か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
関
連
の
舗
床
モ
ザ
イ
ク
が

出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
建
物
の
用
途
は
特
定
さ
れ
た
。
シ
ナ
ゴ
ー

グ
の
周
辺
に
は
居
住
区
が
広
が
っ
て
お
り
、
二
五
〇
年
の
ゴ
ー
ト

族
の
侵
入
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
居
住
区
は
そ
れ
以
前
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

一
画
に
位
置
す
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
も
周
辺
住
居
と
同
様
に
二
五
〇
年

以
前
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
四
世
紀

前
半
に
修
復
さ
れ
た
も
の
の
、
五
世
紀
前
半
に
建
物
は
荒
廃
し
、

別
の
建
物
に
改
修
さ
れ
て
い
る
（N

oy
2004a,38

�40

）。

舗
床
モ
ザ
イ
ク
は
三
つ
の
パ
ネ
ル
に
分
か
れ
て
い
る
。
中
央
の

モ
ザ
イ
ク
に
は
、
メ
ノ
ラ
ー
に
加
え
て
四
種
類
の
植
物
、
す
な
わ

ち
エ
ト
ロ
グ
（
ク
エ
ン
の
実
）、
ル
ラ
ヴ
（
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
若
芽
）、

ハ
ダ
ス
（
ミ
ル
ト
ス
の
枝
）、
ア
ラ
ヴ
ァ
ー
（
柳
の
枝
）
が
描
か

れ
、
そ
の
周
り
に
は
幾
何
学
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
（N

oy

2004a,39

�40,T
hr

2

）。
メ
ノ
ラ
ー
の
下
部
に
は
「
プ
ロ
ノ
イ

ア

（
３７
）
に
よ
っ
て
、
エ
リ
オ
ス

（
３８
）
、
ま
た
の
名
を

イ
サ
ク

が
一
二
〇
フ
ィ
ー
ト
の
装
飾
を
施
し
た
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
（N

oy
2004a,46

）。
当
該
碑
文
は
四
世
紀
前
半

に
年
代
づ
け
ら
れ
た
。
中
央
パ
ネ
ル
の
両
端
（
東
西
）
に
は
、
よ

り
古
い
時
期
の
舗
床
モ
ザ
イ
ク
と
さ
れ
る
パ
ネ
ル
が
二
つ
発
見
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
タ
ブ
ラ
・
ア
ン
サ
ー
タ
型
の
碑
文
を
確

認
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
は
「
プ
ロ
ノ
イ
ア

に
よ
っ

史
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て
、
コ
ス
ミ
ア
ノ
ス

（
３９
）
、
ま
た
の
名
を
ヨ
セ
フ

が
設
け
た
。
全
て
の
者
に
幸
あ
れ
。」
と
二
つ
と
も
同

じ
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
（N

oy
2004a,41

�42,T
hr

1

）。
碑

文
の
字
体
か
ら
三
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
た
（
４０
）
。

プ
リ
エ
ネ
（
ト
ル
コ
（
４１
）
）

当
該
建
造
物
は
一
九
世
紀
末
期
に
発
見
さ
れ
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ト

と
シ
ュ
レ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
、「
家
の
教
会
」
と
考
え

ら
れ
て
い
た
（
４２
）
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
的
シ
ン
ボ
ル
を
表
す
遺
物
が
二
点

出
土
し
た
こ
と
か
ら
（
４３
）
、
の
ち
に
ス
ケ
ニ
ク
が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
同
定

し
た
（Sukenik

1934,42

�43

）。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

時
代
の
個
人
邸
宅
が
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
の
間
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
へ

と
転
用
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（W

hite
1997,328

�330

）。
二

〇
〇
九
年
か
ら
の
発
掘
調
査
で
土
器
や
ガ
ラ
ス
、
ラ
ン
プ
、
貨
幣

な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
遺
構
の
性
格
が
明
ら
か

に
な
り
、
概
ね
三
つ
の
時
期
区
分
に
分
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
（
第
一
期
）、
二
〜
三
世
紀
の
ロ
ー
マ
時
代

（
第
二
期
）、
四
世
紀
以
降
の
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
（
第
三
期
）
で
あ
る
。

第
一
期
の
個
人
の
邸
宅
は
、
プ
リ
エ
ネ
で
確
認
さ
れ
た
中
で
最
も

大
規
模
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
構
造
は
明
ら
か
に
周
辺
の

集
合
住
宅
と
は
異
な
っ
て
い
る
（
４４
）
。
第
二
期
の
年
代
決
定
は
、
第
三

期
の
床
直
上
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
、
貨
幣
な
ど
の
遺
物
が
四
世

紀
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
（B

urkhardt
and

W
ilson

2013

）。
な
お
、
第
二
期
に
は
ニ
ッ
チ
（
壁
龕
）
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
し
て
の
機
能
を
示
し
て
い
る
。

サ
ル
デ
ィ
ス
（
ト
ル
コ
（
４５
）
）

当
該
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、
他
地
域
と
比
べ
て
特
異
な
事
例
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
先
述
の
諸
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
私
的
建
物
を
改
修
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
サ
ル
デ
ィ
ス
の
場
合
は
ロ
ー
マ
時
代
の
公
共
浴

場
と
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
一
部
を
改
修
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
東
方
宗
教
と
の
関
わ
り
が
根
強
く
残
る
都
市
の

中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
、
注
目
に
値
す
る
。
建
造
物
は
、

第
一
期
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、
第
二
期
の
市
の
バ
シ
リ
カ
を
経
て
、

第
三
期
（
三
世
紀
）
よ
り
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
し
て
機
能
し
、
そ
の
後
、

現
存
す
る
第
四
期
の
構
造
（
四
世
紀
以
降
）
に
な
っ
て
い
る
（
４６
）
。
こ

の
時
期
に
前
庭
と
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
は
壁
で
仕
切
ら
れ
、
後
者
に
は

舗
床
モ
ザ
イ
ク
や
二
つ
の
ア
エ
デ
ィ
ク
ラ
が
導
入
さ
れ
た
（
４７
）
。
全
長

八
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
当
該
遺
構
は
、
地
中
海
世
界
最
大
規
模

で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
も
こ
れ
以
上
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
未
だ
に

発
見
さ
れ
て
い
な
い
（Levine

2005,261

）。
な
お
、
第
三
期
は

二
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
初
頭
の
コ
イ
ン
が
大
量
に
出
土
し
た
こ

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
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〇
一
（
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と
に
よ
っ
て
年
代
づ
け
ら
れ
た
。
第
四
期
の
前
身
と
な
る
こ
の
構

造
か
ら
は
碑
文
の
破
片
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（Seager

1972,

432
�433
）。

（
三
）
小
結

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
は
、
先
述
の
通
り
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
年
代

決
定
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
大
半
は
四
世
紀
以
降
に
建
て
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
に
は
あ
き

ら
か
に
二
〜
三
世
紀
に
建
造
さ
れ
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
複
数
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
造
物
内
に
は
ト
ー
ラ
ー
を
納

め
る
場
所
や
ベ
ン
チ
が
設
け
ら
れ
、
ド
ゥ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ
ス
に
お

い
て
は
ベ
マ
（
演
壇
）
の
遺
構
も
明
確
に
残
存
し
て
い
る
。
シ
ナ

ゴ
ー
グ
と
同
定
す
る
た
め
の
重
要
な
指
標
と
な
る
メ
ノ
ラ
ー
の
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
が
出
土
し
た
遺
跡
も
複
数
存
在
す
る
。
多
く
の
事
例

は
住
居
を
改
修
し
て
お
り
、
外
観
か
ら
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
（
４８
）
、
同
時
代

の
「
家
の
教
会
」
と
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
サ
ル

デ
ィ
ス
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、
都
市
中
心
部
に
存
在
し
、
ロ
ー
マ
時

代
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
一
部
を
改
修
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
少
な
く
と
も
一
部
で

は
、
二
〜
三
世
紀
に
宗
教
的
な
活
動
の
中
心
と
し
て
シ
ナ
ゴ
ー
グ

が
よ
り
自
由
に
機
能
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
�
ユ
ダ
ヤ
碑
文
に
関
す
る
分
析

三
章
で
は
、
地
中
海
全
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
出
土
状
況

と
各
々
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
で
は
二

〜
三
世
紀
に
も
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
建
設
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
四
章
で
は
碑
文
に
着
目
し
、
地
域
・
時
代
毎

に
分
析
を
し
て
、
そ
の
傾
向
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、「
シ
ナ

ゴ
ー
グ
」
の
建
設
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
碑
文
に
考
察
を
加
え

た
い
。
た
だ
し
、
碑
文
に
は
名
前
や
役
職
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
は
殆
ど
な

く
、
そ
の
た
め
書
体
や
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
、
碑
文
の
材
質
に

よ
っ
て
年
代
を
決
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
先
述
の
通
り
、
碑
文

デ
ー
タ
は
先
行
研
究
を
引
き
継
い
で
い
る
も
の
が
多
く
、
原
資
料

が
現
存
し
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
も
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
採
用
さ
れ
て
き
た
年
代
決
定
に
基
づ
く
よ
り
ほ
か
な
い
。

碑
文
研
究
は
こ
れ
ま
で
も
綿
密
に
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
は

特
に
二
〜
三
世
紀
に
年
代
づ
け
ら
れ
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
関
連
す
る

言
及
の
見
ら
れ
る
碑
文
に
着
目
し
た
い
。
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（
一
）
出
土
碑
文
の
性
格
に
つ
い
て

ま
ず
、
地
中
海
世
界
の
出
土
碑
文
に
一
定
の
基
準
を
設
け
、
種

類
・
時
代
毎
に
表
１
の
よ
う
に
整
理
し
た
。
分
析
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
（
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
スInscription

ofIsrael
/

Palestine
http://cds.library.brow

n
.edu

/projects/Inscrip-

tions/index.shtm
l

）、
ギ
リ
シ
ア
・
東
欧
（N

oy
2004a

）、
シ

リ
ア
・
キ
プ
ロ
ス
（N

oy
2004b

）、
ト
ル
コ
（A

m
eling

2004

）

を
対
象
に
し
た
。
ま
ず
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
分
類
し
、
墓
標
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
も
の
を
墓
碑
、
建
造
物
や
何
ら
か
の
物
を
奉

る
も
の
を
奉
献
碑
文
、
宗
教
的
な
祈
り
の
要
素
や
そ
れ
に
准
ず
る

記
念
を
し
て
い
る
も
の
を
祈
祷
・
記
念
碑
文
、
条
例
や
取
り
決
め

が
為
さ
れ
て
い
る
も
の
を
法
令
碑
文
、
そ
し
て
上
記
の
ど
れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の
を
そ
の
他
と
し
た
。
そ
の
他
の
碑
文
は
、
種
類

を
特
定
で
き
な
い
碑
片
や
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
が
大
半
で
あ
る
が
、
中

に
は
里
程
標
や
詩
、
呪
い
の
碑
文
等
の
少
数
事
例
も
含
ま
れ
る
。

な
お
、
文
字
自
体
が
欠
け
て
い
る
等
の
理
由
で
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が

不
明
の
碑
文
は
分
類
が
出
来
な
い
た
め
、
不
明
と
し
た
。

以
上
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
地
域
で
墓
碑
と
碑
片
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る

二
〜
三
世
紀
の
墓
碑
の
大
半
は
ベ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー
ム
の
出
土
で

あ
る
。
ベ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー
ム
遺
跡
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
詳
し

く
言
及
し
な
い
が
、
ミ
シ
ュ
ナ
の
編
纂
者
で
あ
る
ラ
ビ
・
ユ
ダ
・

ハ
ナ
ス
ィ
（
一
三
八
〜
二
一
七
年
頃
）
の
墓
所
と
し
て
有
名
で
あ

り
、
そ
の
後
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
考
古
学
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

奉
献
碑
文
に
は
、
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
に

つ
い
て
言
及
す
る
碑
文
が
複
数
確
認
で
き
る
。
と
り
わ
け
イ
ス
ラ

エ
ル
か
ら
は
一
八
二
点
確
認
さ
れ
て
お
り
、
墓
碑
同
様
に
出
土
数

が
多
い
。
し
か
し
時
代
毎
に
見
る
と
二
〜
三
世
紀
に
は
五
つ
し
か

確
認
で
き
ず
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
存
在
を
暗
示
さ
せ
る
碑
文
は
ベ

ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー
ム
出
土
の
三
点
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

ら
は
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
や
ベ
イ
ル
ー
ト
の
ア
ル
キ
シ
ナ
ゴ
ー
ゴ
ス
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー
ム
の
シ
ナ
ゴ
ー

グ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
く
、
建
物
に
言
及

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ベ
ト
・
シ

ェ
ア
リ
ー
ム
の
碑
文
の
年
代
は
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
っ
て
二
〇
〇
〜
四
〇
〇
年
と
幅
広
い
年
代
で
提
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
確
実
に
二
〜
三
世
紀
の
碑
文
で
あ
る
と
言
い
切
れ
な
い
。

一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
で
は
二
〜
三
世
紀
に
年
代
付
け
ら
れ
る

奉
献
碑
文
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
設
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
を
複
数

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
詳
し
く
後
述
し
た
い
。

祈
祷
・
記
念
碑
文
と
法
令
碑
文
は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
そ
れ

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
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ほ
ど
の
割
合
を
占
め
な
い
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
平
和
を
願
う
内
容

と
し
て
「
シ
ャ
ロ
ー
ム

」
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
刻
ま
れ

て
い
る
も
の
が
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
で
も
確
認
さ
れ
た
。
全
体
的
に

ギ
リ
シ
ア
語
の
碑
文
が
多
い
中
、
文
中
で
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
と
繰

り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

（
二
）
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
に
関
す
る
二
〜
三
世
紀
の
碑
文
（
４９
）

表
１
で
示
す
よ
う
に
、
総
碑
文
出
土
数
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
圧
倒

的
に
多
い
。
し
か
し
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
に
つ
い
て
示
す
二

〜
三
世
紀
の
碑
文
に
焦
点
を
絞
っ
た
場
合
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
事

例
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
先
述
の
通
り
、
ベ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー

ム
出
土
の
碑
文
に
は
ア
ル
キ
シ
ナ
ゴ
ー
ゴ
ス
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
由
来
と
考
え
ら
れ
、
加

え
て
墓
碑
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

に
つ
い
て
は
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
（
５０
）
。
ま
た
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ

を
指
す
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ベ
ト
・
ク
ネ
セ
ト

や
そ
の

他
の
用
語
（
５１
）
も
、
二
〜
三
世
紀
の
碑
文
に
は
一
つ
も
知
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
か
ら
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
設
に

関
す
る
碑
文
を
複
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
そ
れ

ら
に
注
目
し
、
検
討
を
深
め
た
い
。

ス
ト
ビ
出
土
の
碑
文
（
５２
）

現
在
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
中
心
部
に
位
置
す
る
ス
ト
ビ
か
ら
出
土

し
た
碑
文
は
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
に
つ
い
て
最
も
明
確
に
言
及

し
て
い
る
。
以
下
は
ノ
イ
（N

oy
2004a,63

）
に
よ
る
解
釈
を

邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
（
５３
）
。

﹇
…
﹈
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ポ
リ
ュ
カ
ル

モ
ス

、
ま
た
の
名
を
ア
キ
リ

オ
ス

は
、
ス
ト
ビ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
父

で
あ
る
。
私
は
ユ
ダ

ヤ
の
規
定
に
沿
っ
て
生
涯
を
過
ご
し
、
全
て
の
祈
り
に
お
け

る
聖
な
る
場
所
と
し
て
の
建
造
物
、
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
、
テ

ト
ラ
ス
ト
ー
ン
を
、
自
身
の
財
産
に
よ
っ
て
、
奉
納
さ
れ
た

資
金
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、所
有
し
て
い
る
。建
造
物
上
階

の
右
側
の
所
有
は
私
自
身
に
あ
り
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
テ

ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ポ
リ
ュ
カ
ル
モ
ス
と
私
の
相
続
人
の
生
活
の

た
め
に
あ
る
。
も
し
私
の
決
定
を
変
え
る
者
が
い
る
な
ら

ば
、
二
五
〇
〇
〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
パ
ト
リ
ア
ル
ク

に
渡
す
こ
と
に
私
は
賛
同
す
る
。
上
階
の
天

井
の
タ
イ
ル
の
維
持
は
、
私
と
相
続
人
に
与
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

当
該
碑
文
は
、
先
述
の
通
り
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
同
定
し
た
遺
構
の

史
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表 1 各地域における碑文の種類別出土傾向

計

663

182

5

5

414

71

43

30

9

0

47

13

110

14

6

0

92

31

72

11

16

4

3

7

1848

不明

32

1

0

0

0

1

7

1

3

0

0

6

18

0

1

0

3

2

3

0

0

0

0

2

総確認点数

ミラノ勅令
（313年）～

115

56

5

0

13

6

10

20

4

0

1

1

16

2

3

0

89

18

30

6

1

0

3

3

2�3世紀

253

5

0

0

3

0

23

8

2

0

45

2

73

10

1

0

0

9

29

3

4

0

0

1

～第二次ユダヤ戦争
（135年）

263

120

0

5

398

64

3

1

0

0

1

4

3

2

1

0

0

2

10

2

11

4

0

1

種類

墓碑

奉献碑文

祈祷・記念碑文

法令碑文

その他（碑片・グラフィティ）

不明

墓碑

奉献碑文

祈祷・記念碑文

法令碑文

その他（碑片・グラフィティ）

不明

墓碑

奉献碑文

祈祷・記念碑文

法令碑文

その他（碑片・グラフィティ）

不明

墓碑

奉献碑文

祈祷・記念碑文

法令碑文

その他（碑片・グラフィティ）

不明

地域

イスラエル・
ヨルダン

シリア・
キプロス

トルコ

ギリシア・
東欧

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

一
〇
五
（
三
二
九
）



主
柱
に
刻
ま
れ
て
い
た
。
遺
構
は
後
の
調
査
で
バ
シ
リ
カ
型
の
教

会
堂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
柱
自
体
は
バ
シ
リ
カ
直
下

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
由
来
で
あ
り
、
の
ち
に
教
会
堂
で
再
利
用
さ
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
キ
リ
オ
ス
（
添
え
名
）、
ポ
リ
ュ
カ
ル

モ
ス
（
家
族
名
）
は
独
特
な
名
前
で
あ
り
諸
説
あ
る
が
、
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ウ
ス
（
氏
族
名
）、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
（
個
人
名
）
が
ロ
ー
マ

的
な
名
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（N

oy
2004a,65

�66

）。

ま
た
、「
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
父
」
の
役
職
に
就
い
て
い
た
と
さ
れ
る

が
、
当
該
碑
文
で
は
「
ス
ト
ビ
の
」
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

地
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
捉
え

ら
れ
る
。
な
お
ス
ト
ビ
以
外
で
は
、
ロ
ー
マ
で
九
点
、
マ
ウ
レ
タ

ニ
ア
で
二
点
出
土
し
て
お
り
、「
父
（
パ
テ
ル
）」
と
だ
け
記
し
、

且
つ
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
関
連
し
て
い
る
碑
文
は
マ
ン
テ
ィ
ネ
イ
ア
や

ス
ミ
ュ
ル
ナ
、
オ
ス
テ
ィ
ア
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（Levine

2005,

429

�431

）。

当
該
碑
文
は
、
聖
な
る
場
所
の
他
に
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
（
食

卓
）
や
テ
ト
ラ
ス
ト
ー
ン
（
勉
強
部
屋
？
（
５４
）
）
の
存
在
も
記
し
て
お

り
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
複
合
的
な
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
上
階
は
ポ
リ
ュ
カ
ル
モ
ス
と
家
族
の
た
め

の
部
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
空
間
と
私
的
空
間
が
一
つ
の
建

物
の
中
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
階
の
遺
構
だ
け

で
な
く
ト
リ
ク
リ
ニ
ウ
ム
や
テ
ト
ラ
ス
ト
ー
ン
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
な
遺
構
も
考
古
学
的
に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（N

oy
2004a,

68

）。後
半
部
分
で
は
、「
パ
ト
リ
ア
ル
ク

」
の
存
在

に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
（
５５
）
。
当
該
碑
文
が
三
世
紀
と
年
代
づ
け

ら
れ
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
こ
の
時

代
の
パ
ト
リ
ア
ル
ク
が
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
加
え
て
、
ス
ト
ビ
に
お
い
て
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
所
有
権
を
持

つ
た
め
に
パ
ト
リ
ア
ル
ク
に
寄
付
の
意
志
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
点
で
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
こ
の
決
ま
り
が

現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

マ
ル
モ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
高
額
の
寄
付
は
三
世
紀
の
イ
ン
フ
レ

の
影
響
」
と
述
べ
て
い
る
（M

arm
orstein

1937,380

）。
一
方

ノ
イ
は
、「
イ
ン
フ
レ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
非
現
実
的
な
数
字

で
あ
り
、
こ
の
一
文
は
ポ
リ
ュ
カ
ル
モ
ス
以
外
の
人
物
に
相
続
の

権
利
が
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
」
と
見
解
し
て
い
る
（N

oy

2004a,70 （
５６
）
）。
確
か
に
マ
ル
モ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、

家
や
土
地
を
購
入
す
る
た
め
に
は
大
金
が
必
要
で
あ
り
、
現
代
の

価
値
観
で
言
え
ば
二
五
〇
〇
〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
は
荒
唐
無
稽
な
金

額
と
は
言
い
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ス
ト
ビ
か
ら

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
フ
ィ
リ
ッ
ピ
や
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
の
墓
碑
に
は

史
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更
に
非
現
実
的
な
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
５７
）
、
ノ
イ
が
述

べ
る
よ
う
に
抽
象
的
な
数
字
で
あ
っ
た
可
能
性
も
大
い
に
考
え
ら

れ
る
。
ど
ち
ら
の
見
解
で
あ
れ
ス
ト
ビ
の
事
例
か
ら
言
え
る
こ
と

は
、
離
散
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
単
に
寄
留
地
で
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
築
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
パ
ト
リ
ア
ル
ク
の
存
在
を
記
し
、

ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
忠
誠
心
を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ォ
カ
イ
ア
出
の
碑
文
（
５８
）

二
〜
三
世
紀
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
に
焦
点
を
あ
て
た
場
合
、

ス
ト
ビ
の
碑
文
は
残
存
す
る
も
の
の
中
で
も
最
も
具
体
的
な
情
報

を
与
え
て
く
れ
る
が
、
現
ト
ル
コ
の
フ
ォ
カ
イ
ア
か
ら
出
土
し
た

碑
文
も
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
に
関
わ
る
内
容
に
加
え
て
豊
富
な
情

報
を
示
し
て
い
る
。
以
下
は
ア
メ
リ
ン
グ
（A

m
eling

2004,

163

�164

）
に
よ
る
解
釈
を
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

エ
ン
ペ
ド
ー
ノ
ス

の
息
子
で
あ
る
ス
ト
ラ
ト

ー
ノ
ス

の
娘
タ
テ
ィ
オ
ン
（Τ

α
τιον

）
は
、

自
身
の
財
産
に
よ
っ
て
建
造
物
と
（
庭
の
）
囲
い
を
建
て
、

そ
の
後
ユ
ダ
ヤ
人
ら
に
そ
れ
を
与
え
た
。
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、

エ
ン
ペ
ド
ー
ノ
ス
の
息
子
で
あ
る
ス
ト
ラ
ト
ー
ノ
ス
の
娘
タ

テ
ィ
オ
ン
を
金
の
冠
と
一
つ
の
高
い
地
位
で
も
っ
て
称
え
た
。

文
面
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
タ
テ
ィ
オ
ン
と
い
う
女
性
が
ユ
ダ

ヤ
人
共
同
体
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
父

ス
ト
ラ
ト
ー
ノ
ス
と
祖
父
エ
ン
ペ
ド
ー
ノ
ス
に
つ
い
て
繰
り
返
し

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
先
代
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人

と
関
係
の
あ
る
家
族
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
当
該
一
家
が
ユ
ダ

ヤ
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
研
究
者
間
で
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人

ら
に
そ
れ
を
与
え
た
」
と
、
敢
え
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
を
明
示
し

て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
タ
テ
ィ
オ
ン
は
異
教
徒
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
と
、
安
息
日
等
を
先
導
す
る
立
場
に
異
教
徒

が
な
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
タ
テ
ィ
オ

ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
に
分
か
れ
て
い
る

（W
hite

1997,325

）。
な
お
、
当
該
碑
文
も
ス
ト
ビ
の
碑
文
と
同

様
に
、「
自
身
の
財
産
に
よ
っ
て
」
と
刻
ま
れ
、
建
物
を
奉
献
し

た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

建
物
の
規
模
は
も
と
よ
り
実
存
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
行
為
と
捉

え
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

五
�
結
び

本
稿
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
に
お
け
る
シ

ナ
ゴ
ー
グ
遺
構
に
つ
い
て
概
観
し
、
出
土
碑
文
を
検
討
す
る
こ
と

で
次
の
よ
う
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
イ
ス
ラ
エ
ル

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

一
〇
七
（
三
三
一
）



で
は
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
年
代
決
定
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

明
確
に
二
〜
三
世
紀
に
存
在
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
遺
構
は

一
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
上
ガ
リ
ラ
ヤ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ

に
つ
い
て
は
、
メ
イ
ヤ
ー
ズ
が
二
〜
三
世
紀
に
年
代
づ
け
る
も
の

が
数
基
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
も
異
論
が
あ
る
）。
加
え
て
、
シ

ナ
ゴ
ー
グ
建
設
を
直
接
的
に
表
す
碑
文
も
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
一
つ

も
確
認
で
き
て
い
な
い
。
た
し
か
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
サ
ン
ヘ
ド

リ
ン
の
存
在
や
ミ
シ
ュ
ナ
の
編
纂
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
ラ
ビ
文
献

が
多
く
あ
る
た
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
は
否
定
で
き
な
い
し
、
シ

ナ
ゴ
ー
グ
も
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
レ
ヴ

ァ
イ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
二
〜
三
世
紀
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
改
築

期
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
考
古
資
料
に
表
れ
な
い
よ
う
な
小

規
模
且
つ
宗
教
性
を
全
面
的
に
表
現
し
な
い
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
存
在

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
代
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
明

確
な
考
古
資
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ

う
。一

方
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
一
部
に
は
、
数
は
多
く
な
い
も

の
の
、
二
〜
三
世
紀
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
遺
構
や
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

に
言
及
す
る
碑
文
が
存
在
す
る
。
調
査
密
度
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
で
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ

が
比
較
的
自
由
に
建
設
で
き
た
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

建
物
の
内
装
に
つ
い
て
も
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
一
部
の
シ
ナ

ゴ
ー
グ
で
は
ニ
ッ
チ
（
壁
龕
）
が
早
い
段
階
で
採
用
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
四
世
紀
以
降
に
ア
エ
デ
ィ

ク
ラ
や
ア
プ
ス
が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
導
入
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る

の
で
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
発
達
し
た
構
造
が

そ
の
前
身
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
に
は
二
〜
三
世
紀

に
も
ユ
ダ
ヤ
人
が
比
較
的
自
由
に
宗
教
活
動
を
行
な
え
た
場
所
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
〇
年
以
降
に
お
け
る
ロ
ー

マ
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
弾
圧
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
か
な
り
徹
底
的

に
為
さ
れ
た
も
の
の
、
東
地
中
海
全
土
で
同
様
に
行
な
わ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
一
部
地
域
で
は
比
較
的
寛
容
に
対
応
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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井
上
文
則
『
軍
人
皇
帝
の
ロ
ー
マ
』、
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
。

関
谷
定
夫
『
シ
ナ
ゴ
ー
グ
―
ユ
ダ
ヤ
人
の
心
の
ル
ー
ツ
』、
リ
ト
ン
、

二
〇
〇
六
年
。

ヒ
ュ
ッ
テ
ン
マ
イ
ス
タ
ー
・
Ｆ
・
Ｇ
、
ブ
レ
ー
ド
ホ
ル
ン
・
Ｈ
『
古

代
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
』（
山
野
貴
彦
訳
）、
教
文
館
、
二
〇
一
二
年
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
レ
ミ
ィ
『
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
と
四
帝
統
治
』

（
大
清
水
裕
訳
）、
白
水
社
、
二
〇
一
〇
年
。

山
野
貴
彦
「
新
約
時
代
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
」『
考

古
学
か
ら
見
た
聖
書
の
世
界
』（
長
谷
川
修
一
編
）、
リ
ト
ン
、
二
〇

一
四
年
、
二
二
七
〜
二
五
八
頁
。

註（
１
）
正
確
に
は
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
（
六
六
〜
七
三
年
）
と
第
二
次

ユ
ダ
ヤ
戦
争
（
一
三
二
〜
一
三
五
年
）
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
イ

ス
ラ
エ
ル
か
ら
排
斥
さ
れ
た
時
期
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
公
認
の
三
一

三
年
ま
で
の
時
期
を
指
す
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
二
〜
三
世

紀
」
と
表
記
す
る
。

（
２
）
さ
ら
に
、
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。T

rüm
per

2004

に
詳
し
い
。

（
３
）
た
と
え
ば
、A

vi-Y
onah

1961,155

�156.

（
４
）
歴
史
的
に
は
「
ユ
ダ
ヤ
」
あ
る
い
は
「
シ
リ
ア
・
パ
レ
ス
チ

ナ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
と
現
国

名
で
記
す
。

（
５
）
バ
ル
・
コ
ホ
バ
の
反
乱
に
つ
い
て
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
考
古
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。H

achlili
1988,128

�132

に
詳
し
い
。

（
６
）
な
お
、
反
乱
の
発
端
に
つ
い
て
は
二
つ
の
説
が
あ
る
。
デ
ィ
オ

に
よ
れ
ば
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
が
ア
エ
リ
ア
・
カ
ピ
ト
リ
ー
ナ
の

建
設
を
計
画
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
（D

io,R
om

an
H

istory,
LX

IX

）。
一
方
で
ヒ
ス
ト
リ
ア
・
ア
ウ
グ
ス
タ
に
よ
れ
ば
、
集
会

の
禁
止
令
が
原
因
で
あ
る
（SH

A
,H

adr.14,2

）。
後
者
は
集
会

の
禁
止
に
つ
い
て
明
確
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
次
皇
帝
ア
ン
ト

ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
が
集
会
禁
止
令
を
緩
和
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

一
一
一
（
三
三
五
）



の
で
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
に
つ
い
て
一
般
に
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ

て
い
る
。Sm

allw
ood

1976,429

に
詳
し
い
。

（
７
）
日
本
人
研
究
者
に
は
、
関
谷
定
夫
（
二
〇
〇
六
年
）、
山
野
貴

彦
（
二
〇
一
四
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
関
谷
は
こ
れ
ま
で
の
著
作

の
中
で
旧
約
・
新
約
聖
書
時
代
の
歴
史
と
考
古
学
を
詳
細
且
つ
通

史
的
に
ま
と
め
て
い
る
。
山
野
は
新
約
聖
書
時
代
を
専
門
と
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
で
確
認
さ
れ
て
い
る
初
期
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
つ
い
て
非

常
に
詳
し
く
ま
と
め
て
い
る
。

（
８
）
た
と
え
ば
、
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
マ
イ
ス
タ
ー
（
二
〇
一
四
年
）
八
四

〜
八
七
頁
、Levine

2005,319

�320

に
詳
し
い
。

（
９
）
た
だ
し
、
ゴ
ラ
ン
高
原
の
ガ
リ
ラ
ヤ
型
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
エ
ル
サ

レ
ム
の
方
向
に
出
入
り
口
が
な
い
場
合
が
多
い
。

（
１０
）
た
と
え
ば
最
近
の
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、C

otton

（eds.

）2010

が
エ
ル
サ
レ
ム
出
土
の
碑
文
を
第
一
巻
に
集
成
し
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
地
域
に
つ
い
て
も
徐
々
に
集
成
さ
れ
て
い
る
（
註（
１１
）参

照
）。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
研
究
で
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
に
つ

い
て
はLeon

1960

、
ト
ル
コ
（
部
分
的
）
に
つ
い
て
はT

rebilco
1991

、
イ
タ
リ
ア
以
外
の
西
欧
に
つ
い
て
はN

oy
1993

�1995

、

東
欧
に
つ
い
て
は
同
じ
くN

oy
2004a

、
シ
リ
ア
・
キ
プ
ロ
ス
に

つ
い
て
もN

oy
2004b

、
ト
ル
コ
（
全
般
）
に
つ
い
て
はA

m
eling

2004

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１１
）
原
書
はC

orpus
Inscriptionum

Iudaeae/Palaestinae

で
あ

り
、
第
一
巻
（
エ
ル
サ
レ
ム
編
二
冊
）、
第
二
巻
（
カ
エ
サ
レ
ア
及

び
中
沿
岸
部
編
）、
第
三
巻
（
南
沿
岸
部
編
）
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
第
四
巻
（
ユ
ダ
ヤ
及
び
イ
ド
ゥ
メ
ア
編
）、
第
五
巻

（
ガ
リ
ラ
ヤ
編
）、
第
六
巻
（
ネ
ゲ
ヴ
編
）
が
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

刊
行
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

http://library.brow
n.edu/cds/projects/iip/info/about/

（
筆

者
の
最
終
閲
覧
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
時
点
の
情
報
に
よ
る
。）

（
１２
）
ラ
ビ
文
献
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
町
の
中
心
部
や

高
地
に
立
地
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
考
古
資
料
に
そ
の
傾
向

は
見
ら
れ
な
い
（Levine

2005,314

�316

）。

（
１３
）
た
だ
し
、
本
稿
の
主
眼
は
ユ
ダ
ヤ
戦
争
後
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
設

に
つ
い
て
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
関
す
る
研

究
史
の
整
理
は
割
愛
し
た
い
。
初
期
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、

山
野

二
〇
一
四
年
やB

inder
1999

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ユ
ダ
ヤ
戦
争
以
前
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
多
く
の
シ
ナ
ゴ
ー

グ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
文
献
史
料
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、H

achlili2013

は
最
近
の
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
の
発

掘
調
査
に
つ
い
て
網
羅
的
に
集
成
し
て
い
る
。

（
１４
）

H
achlili

2013,
600

に
よ
れ
ば
、K

ohl
and

W
atzinger

1916
;Forester

1992
;T

zafrir
1995

;M
aoz

1996

な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

（
１５
）
こ
こ
で
は
、
ナ
ブ
ラ
テ
イ
ン
、
グ
シ
ュ
・
ハ
ラ
ヴ
、
ヒ
ル
ベ

ト
・
シ
ェ
マ
、
メ
イ
ロ
ン
を
指
す
。

（
１６
）
建
造
物
は
、
第
二
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
後
か
ら
後
二
五
〇
年
頃
ま
で

使
用
さ
れ
（
第
一
期
）、
そ
の
後
三
世
紀
後
半
に
拡
張
さ
れ
た
形
跡

が
あ
る
（
第
二
期
）。
七
〇
年
以
降
に
建
て
ら
れ
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と

し
て
は
最
も
早
い
も
の
で
あ
り
、
ガ
リ
ラ
ヤ
地
域
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ

の
先
駆
け
に
な
っ
た
と
メ
イ
ヤ
ー
ズ
は
考
え
て
い
る
。M

eyers
and

M
eyers

2009,27

�67

に
詳
し
い
。

（
１７
）
マ
グ
ネ
ス
は
こ
れ
ま
で
の
型
式
学
に
疑
問
を
呈
し
、
土
器
編
年

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
一
二
（
三
三
六
）



を
見
る
限
り
ど
の
遺
跡
も
五
世
紀
以
降
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま

た
共
伴
遺
物
で
あ
る
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
メ
イ
ヤ
ー
ズ
が
年
代
決

定
を
誤
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（M

agness
2001

）。

（
１８
）
ベ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ー
ム
は
マ
ザ
ー
ル
に
よ
っ
て
一
九
三
〇
年
代

か
ら
調
査
さ
れ
て
お
り
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
第
一
期
と
第
二
期
が
存

在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
期
の
層
位
か
ら
貨
幣
と
土
器
、
碑

文
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
三
世
紀
の
遺
物
と
報
告
さ
れ
た
が
、

最
終
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
確
か
な
見
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。
筆
者
は
二
〇
一
五
年
に
実
見
し
た
が
、
私
有
地
に
な

っ
て
お
り
遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
発
掘
当
時
の
考
古
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、M

ilson
2007,326

�328

に
詳
し
い
。

（
１９
）
ウ
ル
マ
ン
は
カ
ツ
リ
ン
を
含
め
ゴ
ラ
ン
高
原
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を

詳
細
に
ま
と
め
て
い
る
。
特
に
以
下
の
著
書
で
は
マ
オ
ズ
の
見
解

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
上
で
、
改
め
て
強
調
し
て
カ
ツ
リ
ン
の

シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
二
〜
三
世
紀
に
年
代
付
け
て
い
る
（U

rm
an

1995,
463

�481

）。

（
２０
）
筆
者
は
マ
オ
ズ
と
キ
ル
ブ
ル
ー
の
研
究
書
（M

aoz
and

K
ille-

brew
1988

）を
入
手
し
て
い
な
い
た
め
、H

achlili2013,595
�597

を
参
照
し
た
。

（
２１
）
筆
者
は
バ
ラ
グ
の
研
究
書
（B

arag
2006

）
を
入
手
し
て
い
な

い
た
め
、H

achlili2013,120

�121

を
参
照
し
た
。

（
２２
）

Levine
2005,251

を
参
考
。

（
２３
）

H
achlili

1998
;

Fine

（ed
.

）1999
;

N
oy

2004
a

;
N

oy
2004b

の
先
行
研
究
整
理
に
基
づ
く
。

（
２４
）
本
稿
で
は
基
本
文
献
と
し
て
、Kraabel1979

2

（1995

）;H
ach-

lili1998
;C

laußen
2002

;Levine
2005

を
参
照
し
た
。

（
２５
）
町
は
紀
元
前
三
〇
三
年
に
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
シ
リ
ア
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
よ
り
軍
事
・
交
易
の
拠
点
と
し
て
発

展
し
た
。
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
一
九
三
二
年
に
イ
エ
ー
ル
大
学
と
シ
リ

ア
考
古
局
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。K

raeling
1979

に
詳
し

い
。

（
２６
）
ド
ゥ
ラ
は
多
言
語
地
域
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
ギ
リ
シ
ア
語
が

使
用
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
か
ら
の
出
土
碑
文
は
ア

ラ
ム
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
が
大
半
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ル
語
は
部
分
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
シ
ナ
ゴ
ー
グ
第
二
期
の
層
か
ら
二
四
四
〜
二

四
五
年
に
年
代
付
け
ら
れ
る
碑
文
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
第

一
期
の
成
立
時
期
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
先
行
研
究
、
出
土
碑
文

の
情
報
と
も
にN

oy
2004b,133

�212

に
詳
し
い
（
と
り
わ
け
当

該
碑
文
に
つ
い
て
は139

�148

参
照
）。

（
２７
）
発
掘
調
査
以
前
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
フ
レ
ス
コ
画
を
実
見
し
た
ブ

レ
ス
テ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
当
該
壁
画
は
東
洋
と
西
洋
の
文
化
が
混

在
し
て
お
り
、
且
つ
初
期
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
特
徴
と
関
連
し
て

い
る
と
い
う
。Fine

（ed.

）1999,176

に
詳
し
い
。
ド
ゥ
ラ
の
フ

レ
ス
コ
画
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
美
術
史
・
考
古
学
の
分
野
で
広

く
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
主
眼
か
ら
逸
れ
る
た
め
詳
細
に

は
触
れ
な
い
。

（
２８
）
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
ロ
ー
マ
都
市
と
し
て
栄
え
、
四
世
紀
に
は

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
も
訪
問
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
シ
ナ
ゴ

ー
グ
の
調
査
は
一
九
三
一
年
に
ジ
ョ
ソ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
ク
に
よ

っ
て
着
手
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
代
に
ワ
イ
ズ
マ
ン
と
マ
ノ
・
ツ
ィ

ッ
ス
ィ
に
よ
っ
て
再
発
掘
さ
れ
て
い
る
（M

arm
orstein

1937,
373

;K
itzinger

1946,129
;K

olarik
1987,295

;H
achlili

1998,

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

一
一
三
（
三
三
七
）



63
;N

oy
2004a,57

;Levine
2005,270

）。
後
者
の
発
掘
調
査
に

つ
い
て
は
、W

isem
an

&
M

ano-Zissi1971
;1972

;1973

に
詳

し
い
。

（
２９
）
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
ポ
リ
ュ
カ
ル
モ
ス
の
奉

献
碑
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
当
該
碑
文
に
つ
い
て
は
後
述
。

（
３０
）

K
itzinger

1946,81

�161
;K

olarik
1987,295

�306

に
詳
し

い
。

（
３１
）
出
土
碑
文
は
、
同
様
の
名
が
刻
ま
れ
た
プ
ラ
ス
タ
ー
碑
片
が
第

二
期
の
建
造
物
で
再
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
（N

oy
2004a,

73

�74,M
ac3

;M
ac4

）、
遡
っ
て
第
一
期
に
年
代
付
け
ら
れ
て
い

る
。
第
一
期
は
出
土
遺
物
（
土
器
や
貨
幣
）
に
よ
っ
て
二
〜
三
世

紀
と
同
定
さ
れ
て
い
る
。N

oy
2004a,59

�60

に
詳
し
い
。
ま
た
、

実
際
に
は
第
一
期
の
下
層
か
ら
後
期
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
土
器
と

遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
（W

isem
an

&
M

ano-Zissi1971,
408

）、
保
存
状
態
が
悪
く
第
一
期
と
の
区
別
が
考
古
学
的
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３２
）
第
一
期
と
第
二
期
の
間
に
は
、
火
災
の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る

（H
achlili1998,65

）。
し
か
し
そ
の
痕
跡
は
部
分
的
で
あ
っ
た
と

い
う
指
摘
も
あ
り
（W

hite
1997,348

）、
実
際
に
は
火
災
で
は
な

く
三
世
紀
後
半
の
大
地
震
が
第
一
期
か
ら
第
二
期
へ
の
移
行
で
あ

っ
た
と
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。N

oy
2004a,60

に
詳
し
い
。

（
３３
）
よ
り
詳
細
な
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、N

oy
2004a,60

�61

を
参

照
。

（
３４
）
ク
ラ
ー
ベ
ル
は
前
者
の
立
場
で
あ
り
（K

raabel1979,115

）、

ホ
ワ
イ
ト
は
後
者
の
立
場
で
あ
る
（W

hite
1997,352

）。

（
３５
）
紀
元
前
四
世
紀
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
二
世
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
古
代
都
市
。
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
一
九
八
一
年
に
偶
然

発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
ケ
ス
ジ
ャ
コ
ヴ
ァ
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
。

筆
者
は
そ
の
報
告
書
（K

esjakova
1989

;1999

）
を
入
手
し
て
い

な
い
た
め
、N

oy
2004a,38

�48
;Levine

2005,269

�270

を
参

照
し
た
。

（
３６
）
シ
ナ
ゴ
ー
グ
発
見
当
初
、
周
辺
状
況
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
ケ
ス
ジ
ャ
コ
ヴ
ァ
は
複
合
建
造
物
を
イ
ン
ス
ラ
と
判

断
し
て
い
る
（N

oy
2004a,39

）。

（
３７
）
「
プ
ロ
ノ
イ
ア
」
の
解
釈
は
様
々
で
あ
り
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神

に
よ
る
賜
物
」
や
「
個
人
の
財
産
、
先
見
の
明
」
と
い
っ
た
も
の

が
あ
る
（N

oy
2004a,43

�44

）。

（
３８
）
損
傷
が
酷
く
、
正
確
な
名
前
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ノ

イ
に
よ
れ
ば
、「
ロ
ー
マ
で
使
用
さ
れ
た
ア
エ
リ
ウ
ス
（A

elius

）

か
ら
の
派
生
」、「
イ
ラ
イ
ア
ス
（E

lias

）」、「
ヘ
レ
ン
（H

elen

）

あ
る
い
は
ヘ
ラ
ス
（H

ellas

）、
ヘ
ラ
ニ
コ
ス
（H

ellanikos

）」
と

い
っ
た
見
解
も
あ
る
と
い
う
（N

oy
2004a,47

）。

（
３９
）
ノ
イ
に
よ
れ
ば
、
ダ
ノ
ヴ
は
一
九
八
四
年
の
論
文
（D

anov,
H

.
M

.
&

K
esjakova,

E
.

1984

�“
A

unique
find

–
an

an-
tique

synagogue
at

Philippopolis,”
A

SC
E

O
JB

,
vol.

19,
210

�226.

）
の
中
で
、「
コ
ス
ミ
ア
ヌ
ス
、
コ
ス
モ
ス
、
コ
ス
ミ
ア

等
の
名
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
広
く
使
用
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る

と
い
う
が
、
ノ
イ
は
そ
の
よ
う
な
事
例
が
他
に
見
ら
れ
な
い
と
し

て
反
論
し
て
い
る
（N

oy
2004a,44

�45

）。

（
４０
）
ノ
イ
に
よ
れ
ば
、
ダ
ノ
ヴ
は
前
掲
書
で
、「
当
該
モ
ザ
イ
ク
は

ゴ
ー
ト
族
の
侵
入
直
後
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
う
一
つ
の
モ
ザ

イ
ク
が
追
加
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
（N

oy
2004a,

史

学
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八
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）。

（
４１
）
前
四
世
紀
に
ミ
ュ
カ
レ
ー
山
麓
に
建
設
さ
れ
た
。
由
来
は
前
七

〜
六
世
紀
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
碁

盤
目
状
の
街
区
が
特
徴
で
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
を
代
表
す
る
都
市

で
あ
る
。

（
４２
）

B
urkhardt

and
W

ilson
2013

に
よ
れ
ば
、
当
時
は
十
分
な

検
証
が
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
４３
）
一
つ
は
建
造
物
内
の
ニ
ッ
チ
（
壁
龕
）
よ
り
発
見
さ
れ
た
石
材

で
あ
り
、
メ
ノ
ラ
ー
と
孔
雀
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は

前
者
よ
り
も
簡
素
な
メ
ノ
ラ
ー
が
刻
ま
れ
た
柱
石
で
あ
り
、
近
隣

か
ら
出
土
し
た
。

（
４４
）
筆
者
の
二
〇
一
五
年
の
巡
見
調
査
に
基
づ
く
。
当
該
建
造
物
の

東
側
及
び
目
抜
き
通
り
の
対
極
に
位
置
す
る
住
居
跡
は
小
規
模
な

空
間
が
重
な
る
集
合
住
宅
（
イ
ン
ス
ラ
）
の
構
造
で
あ
っ
た
。

（
４５
）
紀
元
前
七
世
紀
よ
り
リ
ュ
デ
ィ
ア
王
国
の
首
都
で
あ
り
、
そ
の

後
は
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
主
要
都
市
と
し
て
栄
え
た
。
ロ
ー
マ
皇
帝

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
治
世
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

都
市
の
大
半
が
再
建
さ
れ
、
現
在
確
認
出
来
る
遺
構
は
ロ
ー
マ
時

代
の
も
の
が
多
い
。
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
一
九
五
八
年
よ
り
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
と
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
よ
っ
て
二
〇
年
以
上
発
掘
調
査
が
為

さ
れ
た
。

（
４６
）
シ
ー
ガ
ー
（Seager

1972

）
の
年
代
決
定
を
複
数
の
研
究
者

が
採
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、B

onz
1990

;T
rebilco

1991
;

H
achlili1998

;Levine
2005

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
４７
）
筆
者
は
二
〇
一
五
年
の
巡
見
調
査
で
、
ワ
シ
の
レ
リ
ー
フ
が
施

さ
れ
た
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
テ
ー
ブ
ル
や
ア
プ
ス
を
改
変
し
た
一

〇
メ
ー
ト
ル
近
い
ベ
ン
チ
等
の
そ
の
他
遺
構
・
遺
物
を
実
見
し
た
。

（
４８
）
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
住
宅
と
隣
接
あ
る
い
は

一
つ
の
構
造
内
に
共
存
す
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
ホ
ワ
イ
ト
が
明

示
し
て
い
る
（W

hite
1990,62

�77

）。

（
４９
）
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
同
様
の
意
味
を
示
す
用
語
と
し
て
「
プ
ロ
セ
ウ

ケ
ー
（
祈
り
の
家
）」
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
主
に
紀
元
前
に
エ
ジ
プ

ト
で
使
用
さ
れ
た
傾
向
が
強
い
。
非
常
に
多
く
の
碑
文
が
出
土
し

て
い
る
も
の
の
、
本
稿
は
二
〜
三
世
紀
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
た

め
、
別
の
機
会
に
論
考
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
５０
）
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
ロ
ー
マ
の
カ
タ
コ

ン
ベ
か
ら
出
土
し
て
い
る
多
数
の
墓
碑
に
も
見
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ

の
事
例
は
「
ア
ル
キ
シ
ナ
ゴ
ー
ゴ
ス
」
や
「
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
父
」、

「
ゲ
ル
シ
ア
ル
ク
」
等
の
表
記
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
墓
碑
の
性
格

上
、
故
人
の
立
場
や
役
職
を
表
現
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
以
上
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
。

（
５１
）
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
表
す
語
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
マ
イ
ス
タ

ー
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
〜
二
六
頁
に
詳
し
い
。

（
５２
）
研
究
史
に
つ
い
て
は
、N

oy
2004a,63,M

ac1

に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

（
５３
）
本
稿
で
は
マ
ル
モ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
解
読
も
参
考
に
し
た
。

（M
arm

orstein
1937

）。

（
５４
）
ノ
イ
は
、
テ
ト
ラ
ス
ト
ー
ン
を
「
勉
強
部
屋
」
と
解
釈
し
て
い

る
（N

oy
2004a,68

）。

（
５５
）
パ
ト
リ
ア
ル
ク
は
ナ
ス
ィ
（
総
督
）
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
地
域
で

の
呼
称
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
社
会
に
お
い
て
は
前
者
の
名
で
知
ら
れ

紀
元
二
〜
三
世
紀
の
東
地
中
海
地
域
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設

一
一
五
（
三
三
九
）



て
い
た
。
パ
ト
リ
ア
ル
ク
の
役
割
や
文
献
で
の
言
及
に
つ
い
て
は
、

Levine
2005,454

�465

に
詳
し
い
。

（
５６
）
デ
ナ
リ
ウ
ス
の
価
値
は
、
地
域
・
時
代
毎
で
大
き
く
異
な
る
た

め
現
代
の
通
貨
と
比
較
す
る
こ
と
は
有
効
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
マ

帝
政
期
は
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
が
農
業
労
働
者
の
日
給
に
あ
た
る
と
一

般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
レ
ミ
ィ
（
二
〇
一
〇

年
）
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
時
代
（
二
八
四

〜
三
〇
五
年
）
に
は
イ
ン
フ
レ
が
進
み
、
農
業
労
働
者
の
日
給
は

二
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
程
度
で
あ
っ
た
。
な
お
、
三
世
紀
の
経
済
に
つ

い
て
は
、
井
上
（
二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
５７
）
フ
ィ
リ
ッ
ピ
出
土
の
墓
碑
に
は
、「
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ニ
コ
ス

ト
ラ
ト
ゥ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
オ
ク
シ
コ
リ
ウ
ス
は
自
身
の
た

め
に
墓
を
建
て
た
。
も
し
別
の
者
の
遺
体
を
安
置
し
た
い
者
が
い

れ
ば
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
払
う
が
良

い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（N

oy
2004a,88
�91,M

ac12

）。
一
方
、

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
の
墓
碑
に
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ヤ

コ
ブ
や
生
涯
エ
ウ
テ
ュ
キ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
、
彼
の
妻
ア
ン
ナ
は
ア

シ
ン
ク
リ
テ
ィ
オ
ン
と
彼
に
呼
ば
れ
て
い
た
。
も
し
別
の
者
を
安

置
し
た
い
者
が
い
れ
ば
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
新
鋳
造
貨
幣
の
七
五
〇

〇
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
払
う
が
良
い
」
と
新
鋳
造
貨
幣
を
支
払
う
こ

と
を
命
じ
て
い
る
（N

oy
2004a,95

�98,M
ac15

）。
そ
の
他
に

も
ニ
コ
メ
デ
ィ
ア
で
同
様
の
墓
碑
が
二
つ
確
認
さ
れ
て
い
る

（A
m

eling
2004,324

�332

）。

（
５８
）
研
究
史
に
つ
い
て
は
、A

m
eling

2004,162

�163,36

に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

史
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